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本報告は、2020（令和 2）年度の後期（第 2 学期）の末に、学務教育室（教育改善担当）・感染症対

策学務関係 WG において、本研究科生・学部生を対象に実施した「授業評価アンケート（授業に関

するアンケート）」および「教育環境評価アンケート」の結果を集約し、総評を付したものである。 

2019 年度までは、後期の授業評価アンケートと教育環境評価アンケートについて、主要項目に

絞った集計結果と自由記述の抜粋を報告書としてホームページ上で公開していた。2020 年度は、

新型コロナウイルス感染症の蔓延をうけて、従来の教室等での対面授業からオンラインでの遠隔授

業への転換を余儀なくされた。その教育効果や課題をはかるべく、2020 年度の前期については、

通例の授業評価アンケートに加え、新たにオンライン教育についての教育環境評価アンケートを

実施し、それらの集計と分析の概要を教授会 FD にて内部資料として報告した（2021 年 1 月）。 

これにつぐ本報告では、後期の授業評価アンケートと教育環境評価アンケートについて、その

全項目を集計するとともに、自由記述も採録して、公開する。なお、個別の授業ごとの授業評価ア

ンケートの結果は、教務係から各教員に提示され、教員から必要に応じてフィードバックをいただく

ことになっている。 

文学部・文学研究科では授業評価アンケートは 1998 年（平成 10）年度後期から、教育環境評価

アンケートは 2003（平成 15）年度後期から始まった。それ以降、質問項目は段階的に改訂してきた。

今年度からは、オンライン教育への転換を承けて、授業評価についても教育環境評価についても、

項目が増補されている。この 2020 年度の前後期のアンケートの項目は、学務教育室の教育改善

担当が立案し、教務生活担当者会議で検討した原案が、感染症対策学務関係 WG（及び遠隔授

業支援チーム）において増補されたものである。 

2020 年度は、従来のアンケート用紙での回答・集約ができなくなった。そのため、阿部恒之教授

のご尽力をあおぎ、授業評価アンケートについては Google の Classroom で、教育環境評価アンケ

ートについてはメールで、学生諸君に告知し、Ｇフォーム上で回答してもらうという新たな形式が採

用された。その後、データが ETA スタッフ諸君の手により分析、グラフ化された。なお、実施方法の

変更にともない、本報告の様式も改めたところがある。電子的にアンケート回答を集める方式は、

今後も続く予定である。 

これらのデータは、文学部・文学研究科の今後の教育のありかたを考えるうえで、貴重な資料と

なるものと思われる。アンケート内容、実施方法等については、今後とも検討を重ねる所存である。

改善に向けたご意見を頂戴できれば幸いである。  



 

総評 

 

 

 

【実施時期、回答数、回答率】 

授業評価アンケートは 2021 年 1 月 20 日（水）から 2 月 5 日（金）まで、教育環境表アンケートは

1 月 29 日（金）から 2 月 18 日（月）まで実施された。 

授業評価アンケートについては、前期の回収率は 31％と低調に終わった。そ

のため、後期は授業時間内にアナウンスして回答してもらうのなどの工夫をした

が、それでも回答率はさらに低下して、21％だった。とくに学部生の回答率が悪

い。 

アンケートの対象者は、学部 1 年生向けの人文社会序論、英語原書講読入

門、2 年生以上の学部科目、大学院科目の履修者である。回答数は全体で 1103 件（学部 897 件、

大学院 206 件）である。回答数で比べれば、2017 年度の 3033 件、2018 年度の 3028 件、2019 年

度の 3585 件に対して、かなり減っている。今年度は、教室の対面で紙を配って記入してもらう方式

から、オンラインで回答してもらう方式に改まったが、これが教員・学生とも十分に定着していないと

思われる。さらに、後期は 2020 年度前期の 2115 件からも半減しており、なにか一層の対策が必要

であろう。 

教育環境評価アンケートアンケートはさらに回答率が悪く、10％だった。学部

2 年生から大学院後期まで、アンケートの依頼メールを 1140 人に発送し、合計

113 件の回答を得た。これも前期の 21％（239 件）から半減しており、回答率を高

くするための改善の必要がある。 

 

 

 

授業評価アンケートについて 

 

【出席率】 

授業評価アンケートは、以下 6 頁から 25 頁まである。例年どおり、学部の講義、演習、大学院の

講義、演習の順で集計を並べた。 

今年度の特徴として注目すべきは、出席率が軒並み向上していることである。全回欠かさず出

席したという回答が、学部では約 9 割、大学院でも 8～9 割にもなり、例年より 1 割以上もうわまわっ

ている。これは、通学の負担が減って、授業に出席するのが容易になったこと、オンデマンド講義

で時間に融通がつくことなどの効果と思われる。遠隔授業の利益の一つとして積極的に評価してよ

い点であろう。 

 

【授業の総合評価】 

授業への総合評価（「この授業を総合的に判断すると、どんな評価になりますか」の項目）について

は、対面授業から遠隔授業になったことで評価が下がるのではとの予想を裏切り、おおよそ例年通

授業評価アンケ

ート 回答率 

学部 18.9% 

大学院 37.5% 

全 体 20.9% 

教育環境評価ア

ンケート 回答率 

合計 9.9% 
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りであった。「非常に良い」と「良い」を合計した数字は、学部・講義で 87％、学部・演習で 94％、

院・講義で 92％、院・演習で 97％であり、全体では 90％になる。 

下記の表は、総合評価の項目について、学部と大学院、講義と演習を総計した数字を、2018 年

度前期から合計 6 期にわたって比較したものである。その下の棒グラフは、上下の並びが逆になっ

ているので、ご注意いただきたい。 

 

 
 

前期と後期とでは傾向に差があるが、今年度は前後期とも、「非常に良い」と「良い」を合わせると

9 割を超えており、例年にほぼ匹敵する数字である。大部分が遠隔で実施された今年度の授業に

ついては、学部・大学院ともにおよそ順調に進められ、学生の満足度も高いことが、アンケートから

はうかがわれる。 

ただし、「非常に悪い」「悪い」の合計が前期で 2.7％、後期で 3.3％にのぼり、これは例年よりも

増えている。ここからは、コロナ禍のなかでのオンライン授業に拒否感を抱き、授業に不満をおぼえ

る学生がいることが読みとれる。この点には警戒と対処が必要かと思われる。 

 

【学習時間】 

2020 年度前期のアンケートで注目に値したことの一つが、授業当たりの復習時間が増えている

ことであった。1 時間以上復習に費やしたとの回答が、例年と比べておよそ 1 割も増えたことがうか

がえる。この傾向は、後期にも保たれている。 

オンライン教育については、「課題が多すぎる」という苦情が多く寄せられたが、それが積極的に

この授業を総合的に判断すると、どんな評価になりますか。(⼤学院、学部、演習、講義の合算) 
 ⾮常に悪い 悪い どちらともいえない 良い ⾮常に良い 

2018 前期 0.4% 1.3% 9.2% 43.9% 45.3% 

2018 後期 0.3% 0.8% 8.0% 38.5% 52.4% 

2019 前期 0.3% 1.2% 9.6% 43.4% 45.5% 

2019 後期 0.6% 1.2% 5.9% 35.0% 57.4% 

2020 前期 1.0% 1.7% 5.9% 45.1% 46.4% 

2020 後期 0.6% 2.7% 6.4% 37.2% 53.0% 
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は復習時間の増大という形で現われているように思われる。あるいは、オンデマンド講義などでは、

後から何度も再生して学習できて便利という意見が聞かれたが、それも一因であろう。 

【オンライン対応】 

オンライン教育への対応の評価を見るべく、「この授業は適切にオンラインに対応していたと思

いますか」という項目を設けた。この項目に対する答えとして「そう思う」「どちらかといえばそう思う」

の割合を足せば、およそ 8 割程度の好評価を得ている。ただし、一定数の不満が出ているので、

ひきつづき改善の努力が必要であろう。 

オンライン対応の形式として、リアルタイム、オンデマンドのどちらが好評かは微妙なところだが、

全体の傾向では、講義はオンデマンドが、演習はリアルタイムが優勢であるように見える。 

【効果的な点】 

授業において何が効果的だったかとの質問には、「スライド」「配付資料」という答えが多かった。

逆にホワイトボードに書いてカメラで写すのは、見えにくいようである。Classroom や meet などのオ

ンライン機能も効果的と高評価である。配付資料については、対面に戻ってからも、オンラインで配

付して欲しいという声が多くあった（前期）。 

また、質疑応答（チャットを含む）についても、効果的だったという回答が見られた。オンラインの

ほうが気楽に質問・討論できるという学生がいることがわかる（ただし演習は対面での声も多い）。 

教育環境評価アンケートについて 

【Ａ．カリキュラム・指導】 

教育環境評価アンケートは 26 頁以下に結果を示している（右肩に「オンライン教育環境」）。 

（1）ガイダンス（資料）やオリエンテーションについては、コロナ禍で満足に実施できなかったため

か、やはり昨年度より 1 割ほど肯定的な回答が減っている。（3）履修指導の適切さについても、や

や悪くなっている。履修計画や研究の進捗に不安を覚えつつも、教員にも相談できない学生がい

るようである。（2）学生便覧、講義概要、（4）カリキュラムについては、ほぼ例年どおりと思われる。 

自由記述では、研究室に行けずに、周りの学生や先生に相談できる機会が減っているとの声が

ある。 

また、時間割での科目の重複（資格に関わる科目や隣接領域の科目）についての苦情や、大学

院の新カリキュラムの総合科目・特別科目の負担を訴える意見がある。 

【Ｂ. サービス・施設】 

ここでは、（5）講座、（6）事務窓口、（7）設備、（8）オンライン授業システム、（9）厚生施設、につい

て問うた。 

（8）Google Classroom などのシステムは、おおむね好評である。

（6）事務窓口の対応には、受付時間が限られている、押印・郵送の手間がかかる、暗い等々の

苦情がある。 
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また、コロナ禍で（7）施設の使用にもさまざまな制限がかかり、（9）生協も不便になるなど、不満の

声が聞かれる。 

 

【Ｃ オンライン授業】 

（10）オンライン授業への満足度は、7 割以上が「満足」・「まあ満足」と答えている。逆に、2 割以

上が「あまり満足でない」「不満足」と答えており、やはり対面への移行も含めて、改善の余地はある。 

（11）通信環境は、ほとんど問題ないようだが、やはり 2.7％で不十分との結果が出ている。オンラ

イン教育のためには、良質な通信環境は不可欠であるので、継続的な対応が必要であろう。 

（12）オンライン授業で困っていることの設問には、疲労感がたまる、集中力を保てない、学友と

会話できず理解が深まらない、との意見が多い。多すぎる、しかも期限が重なる提出課題に、怨嗟

の声も聞かれる。雰囲気がつかめず質問しづらいとの指摘もある。この一年は、友人との会話もなく

孤独なまま、視聴や課題提出などのパソコン作業の連続で、ずいぶん疲労やストレスがたまったよ

うであり、今後は学生のケアも課題となるように思われる。 

 （13）逆にオンライン授業でよかった点を問うたところ、通学時間の軽減がもっとも多く、資料がわ

かりやすい、オンデマンドは繰り返し視聴できて復習しやすい、対人環境のストレスが少ないという

声も聞かれた。 

 

【Ｄ．学生生活】 

（14）ハラスメント対応は適切になされていることが覗われる。 

（15）学生生活の満足度は、「満足」と「まあ満足」を合わせて 74％であり、これは昨年度の 84％、

一昨年度の 83％より 1 割ほど悪くなっている。授業への満足度にはさほど変化がないように見られ

たが、やはり学生生活という観点では不満があることがわかる。 

（16）さらに具体的な不満点を問うたところ、部屋に引きこもって不健康、課外活動ができない、と

の声が多かった。その他、図書館や研究室が使えないこと、孤独で精神的に不安定との意見が聞

かれた。自由記述欄にも、孤立や不安を訴える切実な声が見られる。 

 

【Ｅ．自由記述】 

 さまざまな声が届いた。とくに、大学院生への経済支援の拡充を訴える意見が散見された。 
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30 1 2 3
60.0% 23.4% 13.1% 2.5% 1.0%
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2 3 4 5 6
69.5% 21.4% 5.1% 1.8% 2.2%

Classroom

0.2%

0.3%

0.2%

9.0% 90.4%

Classroom

20%

~40%

~60%

~80%

~100%

60.0% 23.4% 13.1%

2.5%

1.0%

30

1

2

3

22.7% 44.3% 24.2% 5.3%

3.5%
30

1

2

3

69.5% 21.4% 5.1%

1.8%

2.2%

2

3

4

5

6

6



55.1% 21.9% 18.6% 2.8% 1.5% 0.2%

3.8% 5.3% 10.4% 29.2% 51.2%

2.0% 2.8% 5.0% 29.5% 60.7%

1.7% 3.0% 5.6% 24.2% 65.5%

55.1% 21.9% 18.6%

2.8%
1.5%

0.2%

3.8%

5.3% 10.4% 29.2% 51.2%

2.0%

2.8%

5.0% 29.5% 60.7%

1.7%

3.0%

5.6% 24.2% 65.5%
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0.8% 1.2% 6.6% 26.5% 64.8%

3.0% 3.5% 8.3% 28.2% 57.0%

2.3% 4.5% 8.3% 28.7% 56.2%

1.0% 1.0% 3.8% 24.0% 70.1%

0.8%

1.2%

6.6% 26.5% 64.8%

3.0%

3.5%

8.3% 28.2% 57.0%

2.3%

4.5%

8.3% 28.7% 56.2%

1.0%

1.0%

3.8%

24.0% 70.1%
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0.2% 5.5% 82.4% 9.1% 2.8%

1.2% 4.1% 7.8% 42.6% 44.3%

0.2%

5.5% 82.4% 9.1%

2.8%

1.2%

4.1% 7.8% 42.6% 44.3%
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49.2% 37.7% 6.6% 1.6% 1.6% 3.3%

0.0% 0.0% 3.3% 11.5% 85.2%
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